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おもちゃ文庫・地域交流コーナーの再開について

　２週間に一度、発生数や地域の状況を踏まえて、安全で安心できる利用再開に向けての検討を行っ

ています。再開の時は、入り口横の掲示板やホームページ等でお知らせします。

　職員も利用者も、新型コロナウイルス感染拡大防止対策を徹底しながらこの数か月を過ご

してきました。いぶきではこんな対応策を実施して、安心感の提供に努めています。

利用者作業スペースと地域交流コーナーとの間に、
お互いの感染予防のために仕切りを設けました。

喫茶コーナーは、お互いの感染予防のた
めに、ビニールシートで仕切っています。
テイクアウトは継続して営業中です

エントランスには、もちろんアルコールを設置。
マスク着用、手指消毒にご協力いただいています。

入館者の動線を短くするため
に、おもちゃ文庫を相談室と
して活用しています。

　会員種類

　個人会員：一般１口 2,000円

　　　利用者本人１口 500円

　　　光友会職員１口 1,000円

　団　　体：１口 3,000円

　法人団体：１口 5,000円

　企　　業：１口 10,000円

　お申込み方法

　所定のお申込書にご記入の上、入

会金をいぶきにお持ちいただくか、

お振り込みください。ホームページ

からも受け付けております。

　なお、ご加入は１口以上、１口単

位でお願いたします。

お申込みについてのお問い合わせは

事務局（いぶき内）までご連絡くだ

さい。

　

　　　Ｔｅｌ：045-778-1228

　　　Ｆａｘ：045-778-6595 

2020年度会員ご加入受付中です。 

★パレ・ド・バルブ《フランス料理店》

　　045-773-2981（要予約）

★野本園茶舗《お茶店》

　　045-771-2559

★フローリスト花だより《生花店》

ぷ ら ら 店　045-771-2906

らびすた店　045-771-8741

スズキヤ店　045-771-8715

★㈲ドゥ・ビィ《Anju 化粧品》

　ホームページ

　www.towncorp.jp/dobe

　いぶきにて販売中

会員証の提示により５～１０％の割引が受けられます。

ご予約ご注文時には前もって 「いぶき後援会会員」 とお伝えください。

 

 

いぶき後援会主催チャリティーイベントのおしらせ

ドキュメンタリー映画「道草」の上映会を開催いたします。入場無料（要予約）、どなた

でも来場できます。事前お申込みの上、ぜひご来場ください。

　知的障害がある人の暮らしの場は広がってきていますが「重度」とされる人の多くは未だ入

所施設や 病院、親元で暮らしているのが実情です。2014年に重度訪問介護制度の対象が拡大

され、 重度の知的・精神障害者もヘルパー付きのひとり暮らしが出来る可能性は大きく広がり

ました。そんな中、16年夏には相模原障害者殺傷事件が起きました。この街で誰もがともに

あるために、新しい選択肢を見つめてみませんか？

日時　　2020 年 12 月 5 日（土）　　14 時上映開始（13時30分開場）

磯子区民文化センター　杉田劇場　ホール 入場無料（要予約）10月15日より先着順で受付

お申込みは、いぶき後援会事務局まで 電話：045-778-1228（定員になり次第締め切ります）

主催：いそご地域活動ホームいぶき後援会　共催：いそご地域活動ホームいぶき（区連携事業）

お客様に安心してお楽しみいただけるよう、「横浜文化施設における新型コロナウイルス感染防止対策ガイドライン」に基づいた感染防止対策を

徹底して、上映いたします。当日の検温、マスク着用、手指消毒等のご協力をお願いいたします。詳細はチラシ等をご確認ください。

ひとりはさびし、ふたりで歩く。
雨は降る、陽は輝く。人は泣き笑う。
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職員のひとりごと
　いぶきでは朝と夕方、職員全員で清掃をしています。その夕方の清掃の時間

は、私にとって貴重な時間となっています。退勤までのあと一息を、何も考え

ず掃除に集中する（！？）ことで気分転換をしています。また、みんなで一緒

に掃除をしながら他愛のない話をしたり、主婦の裏ワザ等とっておきの情報を得ることができるのも

この時間です。コロナ禍でもホッと気を抜ける…家の掃除もこうなればはかどるのにと残念です。

（相談支援　稲葉　朋子）

職員の退職

　　　退職：９月３０日付　（いぶき　磯子区基幹相談支援センター）岩﨑　珠美

　さて、いぶき日中活動での取り組みは、、、、

などなど。利用者、職員ともに感染防止対策への意識が風化しないよう対応しています。

　以前に比べると、制約することが増え窮屈な気持ちにもなりますが、「いぶき」もこの状

況の中で何が出来るのかを考え、新型コロナ対策だけではなく様々な感染症予防にも役立つ

取組として、新しい生活様式を取り入れ、利用者、ご家族の皆様が安心して通所できるよう

今後も感染症拡大防止対策の徹底に努めてまいりたいと思います。

☆　送迎車は換気のために窓を開放しています。

☆　活動中は各部屋常時窓を開け換気をしています。
換　気

☆　通所される利用者・ご家族宛に、毎月、新型コロナウイルスに関する

　　お知らせを配布し、感染予防への協力をお願いしています。
そ の 他

密集密接の回避

☆　食堂や活動部屋に分かれて食事をしています。

☆　日中活動終了時は、密集を避けるためお迎えの方には玄関前で待機していただいています。

☆　座席の配置変更や、１グループをさらに少人数

　　に分けて活動する等の工夫をしています。

☆　プログラムは散歩や少人数でのドライブなど

　　外出機会を増やしています。

☆　玄関での手指アルコール消毒や手洗いをこまめにしています。

☆　口腔ケア後、毎回洗面台をアルコール消毒します。

☆　職員は携帯用のアルコールを持ち、こまめに手指消毒を行っています。

☆　日中活動終了後の館内清掃、各活動部屋、手すり、テーブル等、共有部分の消毒を実施し

　　ています。

消　毒

　磯子区基幹相談支援センターと磯子区障害者後見的支援室コネクト・ハート

では、「障害のある方が自分らしく住み続けられるために」様々な取り組みを

しています。

　磯子区内に7つある地域ケアプラザには、地域の情報がたくさん集まっています。

　私たちが日頃の相談の中で聞く声…「音楽を楽しみたい」「気軽にフラッと立ち寄れる場所が

ほしい」「地域にこんなものあったらいいな」…を伝えながら、どの地域にどんな場所があるの

かを教えてもらっています。身近な場所での活動を通して知り合いが増えたら、毎日がもっと楽

しくもっと安心になるのかな、という思いで訪問しています。

地域ケアプラザを訪問しています

　昨年度、成年後見制度や後見的支援制度など「障害のある方の将来への

備え」について一緒に考える講座を日中活動やグループホームの家族会な

ど5か所で開催しました。

　新型コロナがなかなか終息しない中、出前講座は開催しにくくなってし

まいましたが、将来への不安がなくなるわけではありません。

　そこで！ご自宅やご希望の場所で個別にご相談でき

る「出張相談」を始めます。

　日頃漠然と心配している将来のこと、改めてお話し

してみませんか？

詳しくは045（778）6635　基幹相談支援センターまで♪

“将来に備えるため”の出張相談始めます

地域ケアプラザは、高齢者、子ども、障害のあ

る人など誰もが地域で安心して暮らせるよう、

身近な福祉・保健の拠点としてさまざまな取組

を行っている、横浜市独自の施設です。

相談担当から

その２

そ
の
１
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